
　
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

毎
年
６
月
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。
こ
れ
は
、
年
度
ご
と
に
児
童

手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
に
該

当
す
る
か
を
確
認
す
る
た
め
で
す
。

　
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、

６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
申
請
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

申
請
方
法

●�
申
請
先

　
子
ど
も
教
育
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

●
申
請
期
間
　
６
月
30
日（
木
）ま
で

申
請
に
必
要
な
書
類

●
現
況
届
申
請
用
紙

　（
６
月
期
の
支
払
通
知
書
に
同
封
）

●
印
鑑

●�

健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し

　�（
請
求
者
が
社
会
保
険
に
加
入
し
て

い
る
場
合
の
み
）

●�

平
成
28
年
度
所
得
証
明
書

　�（
平
成
28
年
１
月
１
日
に
、
両
親
の

住
民
票
が
須
恵
町
に
な
か
っ
た
場

合
の
み
）

※�

児
童
と
別
居
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
、

別
途
提
出
が
必
要
な
書
類
が
あ
り
ま
す
。

問 

子
ど
も
教
育
課

　 

☎
9
3
2
・
1
4
5
9（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

　 

☎
9
3
2
・
1
1
5
1（
内
線
2
7
3
）

児童手当
 6月は現況届の提出月です。

お忘れなく!!

そ
の
病
気
や
け
が
は

「
救
急
」で
す
か
？

　
最
近
、
軽
症
に
も
関
わ
ら
ず
、
夜
間

や
休
日
に
病
院
の
救
急
外
来
を
訪
れ
る

人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
救
急
外
来
が
混
み
合
う
と
、
緊
急
性

が
高
い
重
症
の
患
者
さ
ん
の
治
療
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
救
急
医
療
を
必
要
と
し
て
い
る
人

が
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
医
療
機
関
の
適
正
受
診
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

救
急
の
場
合
を
除
き
、

平
日
の
時
間
内
に
受
診
を

　
夜
間
や
休
日
に
開
い
て
い
る
救
急
医

療
機
関
は
、
緊
急
性
の
高
い
患
者
さ
ん

を
受
け
入
れ
る
た
め
の
も
の
で
す
。
ま

た
、
時
間
外
診
療
や
休
日
や
夜
間
の
受

診
は
割
増
料
金
と
な
り
、
自
己
負
担
も

大
き
く
な
り
ま
す
。

　
休
日
や
夜
間
に
受
診
し
よ
う
と
す
る

際
は
、
平
日
の
診
療
時
間
内
に
受
診
で

き
な
い
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
急
病
の
と
き
は「
小
児
救

急
医
療
電
話
相
談
」の
ご
利
用
を

　
夜
間
や
休
日
に
、
お
子
さ
ん
が
急
な

病
気
で
心
配
な
と
き
は「
小
児
救
急
医

療
電
話
相
談
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼�

相
談
内
容

　�

子
ど
も
の
急
な
発
熱
、
け
い
れ
ん
な

ど
の
病
気
や
け
が
に
関
す
る
こ
と

▼�

電
話
番
号

●
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

　
☎
＃
８
０
０
０

　（
受
付
時
間
）

　
平
日
　
19
時
〜
翌
朝
７
時

　
土
曜
　
12
時
〜
翌
朝
７
時

　
日
曜
・
祝
日
　 

７
時
〜
翌
朝
７
時

●
福
岡
地
域
電
話
相
談

　
福
岡
市
立
こ
ど
も
病
院

　
☎
６
６
１
・
０
７
７
１

　（
受
付
時
間
）19
時
〜
23
時

▼�

注
意
　
携
帯
電
話
で
☎
♯
８
０
０
０

に
か
け
た
場
合
は
、
福
岡
地
域
以
外

の
病
院
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

問 

住
民
課
　
国
民
健
康
保
険
係

　 

☎
９
３
２
・
１
４
６
７（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

　 

☎
９
３
２
・
１
１
５
１（
内
線
１
１
７
）

緊
急
性
の
高
い
重
症
の
患
者
さ
ん
が

早
く
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

命
の
危
険
が
あ
る
人
の
た
め
に

医
療
機
関
の
適
正
受
診
に
ご
協
力
を

国民健康
保険からの
お知らせ

　問…問い合わせ先　

平成 28 年度から国民健康
保険税の課税限度額と保
険税軽減範囲が変わります

　国民健康保険に加入している皆さんが負担

する保険税の公平性の確保と、中低所得層の

皆さんが負担する保険税の軽減を図るため、

平成28年度から国民健康保険税条例の一部を

改正しました。なお、平成28年度国民健康保

険税納税通知書は 6 月中旬に発送します。

国民健康保険税課税限度額　※介護分は 40 歳以上 65 歳未満の被保険者に課税されます。

平成 27 年度
⇒

平成 28 年度
変更内容

（改正前） （改正後）
基礎課税額（医療分） 52万円 ⇒ 54万円 2万円増
後期高齢者支援金等課税額（支援分） 17万円 ⇒ 19万円 2万円増
介護納付金課税額（介護分） 16万円 ⇒ 16万円 変更なし

計 85万円 ⇒ 89万円 4 万円増

軽減判定所得
平成 27年度（改正前） ⇒ 平成28年度（改正後）

７割軽減 33万円以下 ⇒ 33万円以下（変更なし）
５割軽減 【33万円＋26万円×被保険者数】以下 ⇒ 【33万円＋26.5万円×被保険者数】以下
２割軽減 【33万円＋47万円×被保険者数】以下 ⇒ 【33万円＋48万円×被保険者数】以下

改正点 ❶課税限度額の改正　国民健康保険税の課税限度額が、以下のとおり変更になりました。

改正点 ❷保険税軽減範囲の改正　�低所得者の国民健康保険税の軽減措置を拡大するため、	国民健康保険

税の 5 割軽減および 2 割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得が引

き上げられました。

変更前 変更後

全部支給 42,000円 42,330円

一部支給 41,990円～9,910円 42,320円～9,990円

変更前 変更後

１級 51,100円 51,500円

２級 34,030円 34,300円

児童扶養手当（月額）　

特別児童扶養手当（月額）

　問…問い合わせ先　

児
童
手
当
と
は

　
児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
に
児
童
手
当
を
支
給
す
る
こ
と

で
、
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
と
、

児
童
の
健
や
か
な
成
長
に
役
立
て
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　
須
恵
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

で
、
中
学
校
３
年
生
修
了
前
ま
で
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
生
計
の
中
心

者（
養
育
者
の
中
で
、
主
に
所
得
の

高
い
人
）が
請
求
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
平
成
24
年
6
月
分
の
手
当
か
ら

所
得
制
限
を
設
け
て
い
ま
す
。

児　　　　童 所得制限範囲
内の受給者

所得制限超過
の受給者

３歳未満（一律） 　15，000円

5，000円
３歳以上小学校修了前（第１子・第２子） 　10，000円

３歳以上小学校修了前（第３子以降） 　15，000円

中学生（一律） 　10，000円

支給月額

　平成28年４月分の手当から、月額が次のように改定されました。

児童扶養手当・特別児童扶養手当の
月額が改定されました
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